
◎日本脳炎とは 

◎ワクチンと副反応 

◎対象の方 
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日本脳炎の予防接種後に重い病気になった事例があったことをきっかけに、平成 17 年度から平成 21 

年度まで、日本脳炎予防接種の積極的勧奨（予診票の送付）を差し控えておりました。 

その後新たなワクチンが開発され、日本脳炎予防接種を通常とおり受けられるようになりました。

平成 7 年から平成 18 年度に生まれた方で日本脳炎の予防接種が完了されていない方は、無料で接種 

いただくことができます。 
 

 
 

 

日本脳炎ウィルスの感染でおこります。ヒトから直接ではなくブタなどの体内で増えたウィルスが蚊

（コガタアカイエカ）によって媒介され感染します。 

7～10 日間の潜伏期間の後、高熱、頭痛、嘔吐、意識障害、けいれんなどの症状を示す急性脳炎にな

ることがあります。ヒトからヒトへの感染はありません。 

日本脳炎ウィルスに感染した人のうち 100～1,000 人に 1 人が脳炎等を発症します。脳炎のほか髄膜

炎や夏かぜ様の症状で終わる人もいます。脳炎にかかった時の致命率は約 20～40％ですが，治った後に

神経の後遺症を残す人が多くいます。 

 

 

乾燥細胞培養日本脳炎ワクチンは、日本脳炎ウィルスを不活化し精製の後、凍結乾燥したワクチンで

す。副反応としては、接種３日後までに注射部位の腫脹(はれ)、紅斑、発熱等ですが、まれにアナフィ

ラキシーや急性散在性脳脊髄炎（ＡＤＥＭ）などがあります。 

 

 

平成 7 年 4 月 2 日～平成 19 年 4 月 1 日生まれの方で 7 歳 6 か月～20 歳未満の方。 

※ 今まで一度も接種されていない方、1 期の接種が完了されていない方も無料で接種できます。 

 

日本脳炎予防ワクチン

接種のお知らせ 



◎予防接種を受けられない方 

 

 
 

☆ 平成23年5月20日までに一度も日本脳炎予防接種を受けていない方 

 

１回目   ２回目（初回接種から 6～28 日の間隔をおく）3 回目（2 回目接種から6か月以上） 
 

 

 
 

                                                                                     ４回目 

   （3 回目接種から 6 日以上間隔をあけた 9 歳以上の年齢で接種可能） 

※接種適正時期： 3 回目接種からおおむね 5 年後 
 
 

☆ 平成23年5月20日までに 1 回接種済みの方 
 

（接種済み） 

1 回目 2 回目 3 回目（2 回目から 6 日以上の間隔をあける） 
 

 

 
4 回目 

（3回目接種から 6 日以上間隔をあけた 9 歳以上の年齢で接種可能） 

※接種適正時期： 3 回目接種からおおむね 5 年後 
 
 

☆ 平成23年5月20日までに2 回接種済みの方 
 

（接種済み）（接種済み） 

1 回目 2 回目 3 回目 4 回目（3 回目接種から 6 日以上間隔をあけた 9 歳以上の年齢で接種可能） 

※接種適正時期：3 回目接種からおおむね 5 年後 
  

 

 

 

☆ 平成23年5月20日までに3 回接種済み（1 期接種完了）の方 
 

（接種済み）（接種済み）   （接種済み） 

1 回目 2 回目 3 回目   4 回目（前回の接種から 6 日以上間隔をあけた 9 歳以上の年齢で接種可能） 

※接種適正時期：3 回目接種からおおむね 5 年後 
 

 
 

1. 明らかに熱のある人（通常は37.5℃以上） 

2. 重篤な急性疾患にかかっていることが明らかな人 

3. 日本脳炎の予防接種によって、または日本脳炎ワクチンに含まれる成分でアナフィラキシー 

（通常接種後 30 分以内におこるひどいアレルギー反応）を起こしたことのある人 

◎ 接種間隔について 

あと１回接種できます。 

あと 2 回接種できます。 

あと 3 回接種できます。 

4 回接種できます。 

H23.5.21 

H23.5.21 

H23.5.21 

H23.5.21 



◎予防接種を受けるときにお医者さんとよく相談しなくてはならない方 

◎予防接種を受けた後は 

お問い合わせ先 

保健衛生部予防対策課感染症対策担当 

文京区春日 1-16-21文京シビックセンター16F 

TEL 03-5803-1834 FAX 03-5803-1294 

4. その他、医師に不適当な状態と判断された人 

 

 

次の項目に該当する場合、主治医の先生がある場合には必ず前もって診ていただき、その

医師のところで接種するか、診断書または意見書をもらってから接種に行きましょう。 

1. 心臓病、腎臓病、肝臓病、血液の病気や発達障害などで治療を受けている人 

2. 予防接種を接種後、2日以内に発熱、発疹、じんましんなどアレルギーと思われる異常がみられた人 

3. 免疫不全の診断がされている人や近親者に先天性免疫不全症の方がいる人 

4. 過去にけいれん（ひきつけ）を起こしたことがある方 

5. ワクチンに使用されている安定剤などにアレルギーがあるといわれたことのある人 

 

 

1. 予防接種を受けたあと 30 分間は、接種医療機関でお子様の様子を観察するか、医師とすぐに連絡

をとれるようにしておきましょう。急な副反応がこの間に起こることがあります。 

2. 接種後 1週間は副反応の出現に注意していきましょう。 

3. 入浴は差し支えありませんが、故意に接種部位をこすることはやめましょう。 

4. 接種当日はいつも通りの生活をしましょう。激しい運動は避けましょう。 
 

 

 

 

定期予防接種によって引き起こされた副反応により、生活に支障がでるような障害を残すなどの健康

被害が生じた場合には、予防接種法に基づく給付を受けることができます。 

ただし、その健康被害が予防接種によって引き起こされたものか、別の要因によるものなのかの因果

関係を、予防接種・感染症医療・法律等、各分野の専門家からなる国の審査会にて審議し、予防接種に

よるものと認定された場合に給付を受けることができます。 

給付申請の必要が生じた場合には、診察医師、保健所へご相談ください。 

 
 

 

◎予防接種による健康被害救済制度について 


